
入湯税の使途について

　白老町の令和４年度決算における入湯税収入額は2,094万9千円でした。

　一方、収入を充当すべき事業は総合体育館などの運動施設の整備、消火栓など消防施設の整備及び観光客の誘致事業などがあり、

これらの事業費総額1億6,142万7千円に対し、入湯税収入分の2,094万9千円を充当し、観光施設及び消防施設整備の充実と、

観光振興を図りました。

令和４年度　入湯税充当経費内訳表 （単位：千円）

入湯税 一般財源 国 使用料等 地方債 諸収入

環境衛生センター運営経費 38,916 48 32,350 6,518 汚染負荷量賦課金

生活衛生対策経費 446 76 370 海浜公衆トイレ管理業務委託料

小計 39,362 124 32,720 0 6,518 0 0

消防水利維持保全経費 4,379 2,587 1,792 消火栓施設整備工事、消火栓移設工事

小計 4,379 2,587 1,792 0 0 0 0

体育施設維持管理経費 3,117 3,117 0 観光施設

体育施設指定管理経費 79,193 14,454 64,224 515 観光施設

観光協会補助金
（施設整備分のみ）

174 174 0 環境施設整備費分

小計 82,484 17,745 64,224 0 0 0 515

観光資源管理経費 9,962 59 6,603 2,174 26 1,100 観光客入込調査業務委託料

観光協会補助金
（施設整備分は除く）

25,240 434 24,806 広告宣伝費・観光振興推進費分

小計 35,202 493 31,409 2,174 26 0 1,100

161,427 20,949 130,145 2,174 6,544 0 1,615
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